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補訂版はしがき　

　2013年 10月に本書の初版を刊行してから 3年が経過しました。
初刷りは好評のうちに在庫がはけ，増刷することもでき，今年もま
た増刷しようという話が出ていました。しかし，2016年の 1年間に，
インターネットを流通しサーバと端末に記録される情報は 1.3ゼタ
バイト（およそ 1.4兆ギガバイト）にも達すると予想され，私たちが
一生に接する情報は総体でおよそ 1テラバイト（1024ギガバイト）

にのぼるといわれているそうです。そのようなすばらしい情報通信
技術に支配される時代の 3年間には，加えなければならない情報，
修正したほうがよい事実やデータが，少なくなく発生します。そこ
で今回は，3年前の初版をそのまま増刷するのではなく，新しい事
実を加え，古い統計データを差し替えることにしました。
　本書の対象とする図書館は，世界的に見れば，利用者に提供す
る情報知識を，紙に印刷された書籍や雑誌から，電子書籍，電子
ジャーナルへと変えてきており，次の時代のためにデジタルコンテ
ンツをアーカイビングするという新たな任務を帯びるようになりま
した。欧米の著作権制度では，図書館は，公文書館や博物館，美術
館と同様に，インターネットの時代の著作権制限を享受しうる存在
になってきています。見方を変えれば，公文書館や博物館の機能を
併有していた古代の図書館のような，総合的な文化学術機関へと統
合され，再変身しようとしているのかもしれません。
　アメリカでは，2015年 6月に，愛国者法が失効し，アメリカ国
民のプライバシーがいくらか尊重される米国自由法に置き換わりま
した。私たち日本人は，この新しい米国自由法の利益を享受できな
いだけでなく，現在，政府が推進するマイナンバーに図書館利用記
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録が吸収されるかもしれないという報道に触れ，一部の‘知的自
由’≒‘図書館の自由’を知る人たちは驚愕しています。日本には，
他の先進国とはかなり異なる図書館情報空間が形成されています。
内容がアップデイトされた本書を通じて，世界中の図書館の普遍的
価値，図書館が目指すべき方向を，再確認していただければ幸いで
す。

　　　2016年 11月

 執筆者を代表して 　 　 　　　
山 本 順 一　　
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　本書のタイトルは『新しい時代の図書館情報学』である。ウィキ
ペディア＊では，‘情報学’に「情報をどのように扱うかについて
を考究する学問である」という胡散臭い定義が与えられている。

　世の中でその分野に属する‘情報’とその‘取扱い方’を取り扱
わない学問分野は存在しない。しかし，この茫洋とした‘情報学’
概念の書出しのあとに，「歴史的には，伝統的な図書館学に，文献
情報の管理・検索に関する学問領域を取り入れた図書館情報学を指
すことが多かった」とあり，人文学，社会科学，理学，工学等に拡
散したりご都合主義的に融合したりする，‘情報学’という 20世紀
後半に出てきた学問の中核的部分が，「図書館情報学」であること
がわかる。英語版のウィキペディアの「図書館情報学」（library and 

information science）の項目では，「‘図書館情報学’という用語は，
20世紀の後半，一般に学術的な学問領域としてではなく（図書館員
という）専門職養成プログラムから大学の組織単位へと発展した
‘図書館情報学部’と結びついている」とされている。ということ
は，21世紀の‘新しい時代の図書館情報学’は，高度情報通信ネッ
トワーク社会を背景に「図書館に関係する技術・運営・思想などの
諸要素を対象」とする実践的領域と観念できそうである。このとき
の‘図書館’像とは，必ずしも伝統的な紙媒体のみを収集・提供す
るものではなく，サイバースペースに大きく乗り出し，変貌を強い
られるものである。原初は一体でその後分離した公文書館，博物館

　＊その取扱いについてはとりわけ大学においてかまびすしいが，アメリカでも
日本でも裁判所が判決文に引用するまでになっている（指宿信「Wiki時代に
おける“引用”を考える」Westlaw判例コラム，http://www.westlawjapan.com/

column/2012/120709/〔2013年 8月 25日参照〕）。
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等との先祖返り的な機能的融合もありうるかもしれない。
　そのような図書館情報学の現状と課題，将来動向について，大学
や短大の司書課程，司書講習で学ぶ人たちや，図書館という公的施
設とそのサービスに関心を寄せる市民を対象に，本書は書かれた。
本書は，1985年に藤野幸雄先生と荒岡興太郎先生が共著で書かれ
た『図書館学入門』，および 1997年に私も加わり稿を新たにした
『図書館情報学入門』が多くの人たちに利用された系譜に連なるも
のである。図書館情報学の教育に携わる人たちは，外から押しつけ
られたペダンチックな教育観と教育内容をありがたがるのではなく，
図書館情報学の教育者ないしは研究者として，初学者にもこの分野
のおもしろさをわかりやすく伝えうる固有の内発的なものをもつべ
きだと考える。今回の執筆は，縁あって 2011年度から 2012年度に
かけて図書館（情報）学教育部会の幹事を務めた人たち全員にその
ような宿題を課し，分担し，提出していただいた答案という性質を
もつ。
　最近は，高度なものから平易なものまで‘図書館情報学’のテキ
ストが数多く出されている。しかし，上に述べた当初の意図が実現
できていれば，本書もそれなりの期待に応えられるはずであるし，
着実に読者に受け入れられるものと信じる。今後，読者諸賢には忌
憚のない批判をお願いし，それを受けて若い執筆者たちには研鑽を
深め，さらに表現と内容に工夫をする機会が訪れることを期待した
い。

　　　2013年 8月

山 本 順 一　　



目　　次　　v

目　　次：新しい時代の図書館情報学

第Ⅰ部

図書館と現代社会

第1章 図書館の意義と役割 3

1　日本の図書館の現状   4

2　図書館を構成する諸要素   5
図書館資料（5）　建物と施設・設備（7）　図書館員（ライブ
ラリアン）（7）　図書館利用者（8）

3　図書館に期待されている役割    8
民衆の大学としての図書館（8）　教育的役割（9）　情報提
供の役割（10）　場を提供する役割（10）

4　図書館に育てられた人々   13
エリック・ホッファー（13）　チェスター・カールソン（14）　
瀬島龍三（15）

5　図書館と地域経済の振興   16

第2章 図書館の歴史 19

1　西　　洋   20
古代（20）　中世（21）　近世（22）　近代（24）

2　日　　本   29
古代（29）　中世（31）　近世（32）　近代（34）



vi　　

第3章 図書館の機能と種類 40

1　図書館の機能   41
図書館の諸機能（41）　収集（41）　組織化（42）　保存・
管理（44）　提供（44）

2　図書館の種類（館種）   45
国立図書館（45）　公共図書館（48）　大学図書館（50）　
学校図書館（52）　専門図書館（53）　

第Ⅱ部

図書館を利用する

第4章 図書館のサービス 61

1　パブリックサービス   62
閲覧（62）　貸出（63）　予約，リクエスト（64）　複写
（64）　レファレンスサービス（65）　情報検索サービス
（65）　レフェラルサービス（66）　カレントアウェアネスサ
ービス（67）　利用案内（68）　図書館におけるイベント開
催（68）

2　テクニカルサービス   69
情報資料の選択・受入（69）　目録作業（71）　分類作業，件
名作業（73）　装備（75）

3　コミュニティに寄り添う図書館   76



目　　次　　vii

第5章 図書館のコレクション 79

1　コレクション構築方針と選択基準    80
コレクション構築方針（80）　資料選択に関する論争（81）　
選択基準の例（83）　

2　図書館資料   84
印刷資料（84）　非印刷資料（85）

3　出版流通と図書館   85
出版流通（86）　委託販売制度と再販制度（88）　出版市場と
図書館の関係（89）　出版情報（90）

4　インターネット情報資源   91
インターネット情報資源の特質（91）　電子書籍（93）　電子
ジャーナル（93）　オープンアクセス（95）　地域アーカイブ
（96）

第6章 図書館の情報組織化 99

1　図書館の目録法   100
目録法と目録規則（100）　「標目」と典拠コントロール（103）　
「著作」と「版」（105）

2　「主題」からのアクセス   106
書架分類（106）　書誌分類と件名：目録上の主題アクセス
（108）　「統制語」による検索（110）

3　インターネット時代の情報組織化   111
「メタデータ」の登場（113）　目録の新しい姿へ（114）



viii　　

第7章 図書館のネットワーク 118

1　ネットワークの意義   119

2　日本の図書館ネットワーク   121
公立図書館のネットワーク（121）　大学図書館のネットワーク
（122）　国立国会図書館の役割（126）

3　欧米のネットワーク   127
イギリスの公共図書館網（127）　英国図書館の役割（128）　
『市民のネットワーク』以後のイギリス（129）　アメリカの
公共図書館網（130）　アメリカ連邦議会図書館の役割（131）　
アメリカの大学図書館（132）　北欧のネットワーク（133）

4　国際的なネットワーク   134
国際図書館連盟（IFLA）（134）　OCLC（136）　大規模館の
不満（137）

第8章 電子書籍時代の図書館 141

1　電子図書館の発達   143
電子図書館の源流（144）　初期の電子図書館モデルとその展開
（145）

2　電子書籍時代の図書館   147
情報資料の電子化（147）　電子資料の収集（148）　電子資料
の保存（149）　電子資料の提供（150）　電子書籍時代の図書
館協力（152）　図書館・博物館・文書館の連携（153）



目　　次　　ix

第9章 図書館利用教育と情報リテラシー 158

1　図書館利用者と情報リテラシー   159
サービスとしての図書館利用教育（159）　情報リテラシーと
問題解決（161）

2　情報リテラシー教育としての図書館利用教育   164
図書館利用教育の方法（164）　図書館利用教育の内容（166）　
情報リテラシーをめぐる図書館の方向性（168）

3　図書館利用教育の実践   169
図書館利用教育の実際（169）　図書館利用教育の標準化・理
論化（171）

第Ⅲ部

図書館で働く

第10章 図書館経営 177

1　図書館と経営   178
図書館経営の意義（178）　図書館と経営：「管理」を越えて
（178）　図書館経営の特徴（179）

2　図書館経営の要素   180
図書館の外部環境（180）　図書館の経営資源（181）　PDCA

サイクルと図書館評価（184）　図書館経営の課題に対して
（187）　図書館の民営化，アウトソーシングの動き（188）



x　　

第11章 図書館員になるということ 191

1　日本の図書館員養成教育の歴史   192
戦前（192）　第 2次世界大戦後（193）

2　アメリカの図書館員養成教育の歴史   194
デューイとコロンビア大学（194）　ウィリアムソン報告（195）　
図書館学から図書館情報学へ（196）　アメリカの図書館員の実
態（196）

3　日本の図書館情報学教育と図書館員の労働市場   197
司書資格とキャリアパス（199）　図書館員のリカレント教育
（201）

第12章 知的自由と図書館の自由 205

1　愛国者法と図書館   206

2　「知的自由」という概念の系譜   207
図書館の権利宣言（207）　市民の「知る権利」の保障（208）　
実質的人種差別の否定とアウトリーチサービスの実施（209）

3　日本における「図書館の自由」   210
戦後日本の「図書館の自由」（211）　「図書館の自由に関する宣
言」の採択（212）　公共図書館の普及過程における図書館の自
由（212）　社会的差別と「図書館の自由」（214）

4　「知的自由」（図書館の自由）概念の構造   215
市民と公権力（215）　市民の図書館利用にかかわる公的権利
（216）　図書館の主体性・独立性（217）

5　インターネット，デジタル化の浸透と，知的自由・図書館の自由   220
レコメンドエンジンと「図書館の自由」（220）　ビッグデータ
と図書館サービスの向上 vs. 利用者の秘密（221）



目　　次　　xi

　事 項 索 引　　225

　人 名 索 引　　233

Column 一覧  UUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUU

①　図書館は民業を圧迫するところか？   12

②　カーネギー図書館   27

③　刑務所図書館   54

④　図書館員の情報資料知識   66

⑤　時代を反映する新聞・雑誌   82

⑥　「著作」をめぐって   112

⑦　電子ジャーナルと相互利用   125

⑧　アリアドネ   145

⑨　情報リテラシー教育とラーニングコモンズ   165

⑩　図書館員と図書館   184

⑪　他に尽くして自分は消耗する    200

⑫　自分の‘秘密’に鈍感な現代人   219

UUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUU



第 12章　知的自由と図書館の自由　　215

観点からも許しがたい暴挙だと思われる。この事件はその国の図書
館の要である国立図書館で発生したもので，図書館界で喧伝される
わりには「図書館の自由」が定着していないことをはしなくも明ら
かにした。
　知的自由＝図書館の自由という基本的人権に直結する理念は，
もっぱら公共図書館と学校図書館に適用されるものである。一般に，
大学図書館や専門図書館では，それを利用する人たちが取り組んで
いる課題や研究テーマは周知のもの，もしくは予見可能な範囲のも
のであり，そこでは知的自由＝図書館の自由は問題にはなりにくい。

4　「知的自由」（図書館の自由）概念の構造

ここで図書館の世界における固有の理念で
ある「図書館の自由」，つまり（アメリカに

おける）知的自由の概念について，図式化して考えることにしたい。
一般にアメリカの連邦憲法修正 1条や日本国憲法 21条が保障して
いる表現の自由と，表現の自由を行使するための前提となる知る権
利は，図 12-1のように市民に対峙する国家権力に対して，出版や
報道などの事前検閲や公表差止め，出版物の押収や廃棄を含む事後
の制裁，公的情報の秘匿などが国民主権の国家では許されないこと
を明らかにしている。表現の自由，知る権利は，一般に腐敗もしく
は機能不全の統治権力に対抗するための基本的人権で，市民 公
権力の二面関係のなかで論じられ，透明度の高い政治行政過程を確
保し，政府の説明責任を果たさせる仕掛けといえる。

市民と公権力
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一方，「知的自由」（図書館の自由）という
概念は，一定の反社会的事件をめぐって，
誰からも干渉されない自由な読書を享受

すべき市民である図書館利用者と，社会防衛を掲げて刑事捜査にあ
たる公権力との間に介在する図書館のあり方を規律するものである。
すなわち，市民（＝図書館利用者） 図書館 公権力という直列
三者関係の文脈において機能する。図書館利用者である市民は，知
る権利を行使し，「公の施設」「教育機関」である図書館を平等に，
かつ平穏に利用する法的権利をもっている。図書館は，利用者の知
る権利に応えて，ありとあらゆる事柄に関する情報資料，対立する
ものの見方や考え方があるときにはそのいずれの立場の見解にもア
クセスする自由をも尊重し，利用者市民の「知的自由」を確保しな
ければならない責務を負う。限られた資料費のなかで，これまでの
人類社会の知的資産の箱庭を造成しなければならない。利用者が求
める情報資料を所蔵していない場合には，図書館協力（第 7章参照）

により，その欠を埋める。
　反社会的事件の捜査や公安・政治警察活動に従事する行政機関は，

市民の図書館利用にか
かわる公的権利 

図 12-1　市民のもつ表現の自由，知る権利

国 家 権 力

市　　民

検閲，公的情報の秘匿→抑圧
説明責任

表現の自由，知る権利→対抗

図
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事案解決・予防のために必要な手がかりとなる情報を執念深く追及
しなければならない。その過程においては，その活動により得られ
る社会防衛という公益に比例する範囲内で，また関係者の基本的人
権など相互に抵触する諸利益との慎重な比較衡量をしつつ，捜査活
動が展開されることが期待される。一般にその蓋然性は高いとはい
えないが，関係する反社会的行為，反体制的活動をする者，または
しようとする者は，それらの行為，活動に必要な情報・知識，スキ
ルを調達しなければならず，その大きな部分は文献情報を通じて獲
得される。関係する文献情報およびデジタル情報は，図書館を通じ
て得られることが少なくない。公安・捜査機関の活動が図書館を射
程に入れるのにはそれなりの合理性がある。
　しかし，殺人事件を素材とする推理小説を楽しむ者の多くは自ら
の手で他人を殺

あや

めることはしないし，銃器や刀剣，兵器に関する資
料を読む者の多くがそれらを現実に使用しようとするわけではない。
反体制派の思想に親近感をもつ人たちの大半もまたその思想を行動
に移そうとすることもない。市民に安心して図書館を利用してもら
うためには，図書館は公安捜査機関の相手を定めぬ闇夜の射撃のよ
うな行為を許し，無

む

辜
こ

の良民を拘束させることは断じて避けなけれ
ばならない。違法不当な公権力の公安捜査活動に対抗する根拠とな
る理念が「知的自由」（図書館の自由）なのである。

「知的自由」（図書館の自由）の理念を確立
しようとすれば，図書館の主体性・独立
性が必須不可欠である。ここでは，『アメ

リカ図書館法』（レイデンソン，1988）を参照しつつ，アメリカの公
共図書館の法制度的構造を確認しておきたい。日本の図書館行政に
とっても示唆するところは小さくないと考える。

図書館の主体性・独立
性 
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　アメリカでは一般に，制度として，地域の名望家や図書館専門職
の経験のある人たち数名のメンバーからなる図書館委員会（library 

board；日本の関係書では「理事会」と訳されることが少なくないが，いわ

ゆる独立行政委員会のひとつであり，図書館委員会と訳すべきものと考え

る）という合議制行政庁を構成する。徴税事務は地方公共団体に委
任していても，この図書館委員会は独自の目的税を課し，図書館を
管理しているため，図書館は組織外の圧力から一定程度遮断され，
一応の独立性が確保されているとされる。日本の場合には，公立図
書館は一般に教育委員会の内部の一部局にすぎず，教育委員会は事
務局長である教育長の人事を通じて首長部局とつながるだけでなく
財政的にも従属しており，法的に認められるとされる合議制行政庁
としての独立性は形骸化していると見ざるをえない。教育委員会の
公的審議は公開されているが，その議事録から教育委員たちの白熱

図 12-2　「知的自由」（図書館の自由）に関する概念図

国　　家

library board

公 権 力
FBIなど

地方公共団体

図 書 館

利 用 者

民 間 企 業

人権の侵害（検閲，プライバシー）

指定管理者制度，業務委託等

知る権利，表現の自由

「知的自由」
（図書館の自由）

図書館を平穏に
利用する権利

「知的自由」（図書館
の自由）の保障

捜 査 活 動

図
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Column ⑫　自分の‘秘密’に鈍感な現代人 UUUUUUUUUUUUU

　1995 年に『耳をすませば』というアニメ映画が公開された（現在

ではDVDでも視聴できる）。200万人を超える観客を集めたヒット

作品である。主人公である読書好きの中学 3年の少女，月島雫は地

元の公立図書館や学校の図書室を頻繁に利用する。雫が学校の図書室

で借りようとする本のことごとくが，そのブックポケットに挟まれた

カードに先回りするかのように天沢聖司という同級生の名前が記入さ

れていた。その名も知らぬ男の子にほどなく出会い，次第に心を奪わ

れるという心温まる思春期物語である。特定の図書につき過去の利用

者の記録が残るニューアーク式という記名式の貸出方式でなければ，

このアニメ映画のストーリーは成立しない。しかし，本文にも記した

通り，図書館の世界では，建前としては，図書館利用に伴う「利用者

の秘密」に関しては，裁判所が発給した捜査令状がない限り，図書館

は絶対にこれを守らなければならないとされてきた。このアニメ映画

が公開されたとき，日本図書館協会は映画製作者に抗議を申し入れて

いる（が，功を奏することはなかった。雫の父親が「利用者の秘密」

を守るべき公立図書館に勤務する司書という設定であったことも問題

となりえた）。

　司書としての豊富な経験をもつある短大の先生は，学生たちにこの

映画を見せたあとに感想を求めた。学生たちに図書館の自由がしっか

り理解され，ニューアーク式への批判が出ることを期待されたようで

ある。ところが，案に相違して，多くの学生は幼い恋心をはぐくむ機

能を発揮したこの記名式の貸出方式に軍配をあげたとのことである。

　彼女たちを含む多くの‘淋しい’現代人たちは，自分を危険から守

る図書館の自由よりも，「好きな人とつながりたい」「自分のことを

もっと知ってもらいたい」という気持ちのほうが強いのかもしれない。

ネットをのぞいてものぞかなくても，右を見ても左を見ても，みずか

ら発信したもの，そうでないもの，自分自身が知らないものまで，自

分自身についての情報が流通している現実があることに彼女たちは気

づいているだろうか（三苫，2008）。
UUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUU
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する丁々発止の議論のようすをうかがえるとは言いがたい。
　公立図書館の設置主体である地方公共団体は少なからず財政危機
の状態にあり，公財政の立て直し策のメニューのなかから公立図書
館の運営に関して，部分的に業務委託されるだけでなく，なじまな
いとされている図書館経営への指定管理者制度

★
の導入に踏み切る地

方公共団体も後を絶たない状況にある。公設民営の実質をもつ指定
管理者が運営する図書館のなかには，個人情報の蓄積・利用を本業
とする企業が経営する図書館も登場するありさまで，「図書館の自
由」という日本の図書館界で育てられた理念が緊張感を失い，希薄
化しているような印象はぬぐいがたい。

5
　 インターネット，デジタル化の浸透と，
知的自由・図書館の自由

図書館が所蔵している膨大な資料を的確に
検索するために用いられるのは，かつて
は辞書体もしくはカード目録，現在では

OPAC（第 3章用語解説参照）である。しかし，この図書館利用に不
可欠な OPACであるが，現在の OPACの仕様ではいささか時代遅
れだと感じる人たちが少なくない。1文字間違って入力するとヒッ
トしない不便さは論外で，情報検索についても高度情報通信ネット
ワーク社会の今日にふさわしい図書館サービスを期待する人たちも
多い。アマゾン（Amazon）に限らず，「この本にアクセスした人の
多くはこの本にもアクセスしています」「この本と同じジャンルの
本にはこんなものもあります」という付加的サービスを提供するレ
コメンドエンジンを搭載したサイトはインターネット上では珍しく

レコメンドエンジンと
｢図書館の自由｣ 
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